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研究成果の概要（和文）：手話・演劇・舞踊という身体表現と、言語的・非言語的コミュニケ

ーションの関係を探り、それらを視覚的に認知することにより、共感性等が養われることを証

明した。そして演劇的手法等を利用したアクティビティーの効果を測りながら、身体表現・非

言語的身体表現を利用した他言語・異文化理解のための教育プログラムを開発し、その効果を

検証した。 

研究成果の概要（英文）：Through physical activities such as sign language, dance and drama, 

we studied the relationship between physical expressions and linguistic and/or 

no-linguistic communication. We proved visual cognition of physical activities effected 

on empathy and we developed educational programs using physical activities which are 

effective for intercultural understanding. 
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１． 研究開始当初の背景 
 

代表者斉藤は手話という身体表現を手段

とする言語の研究に取り組んできた。ろう

者の認知構造を利用した英語教育教材の開

発も行った（基盤研究(C)(2)平成 15～16 年

度）。本研究に着手した当初(2008 年)聴覚障

害者の視覚認知能力と視覚障害者の聴覚認

知能力を利用したバリアフリー英語教育教

材の開発（萌芽研究平成 18～20 年度）を行
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っていた。その中で、障害を文化としてアイ

デンティティーを確立するろう者の存在、手

や表情・視線などを言語記号とする日本手話

を母語とする少数言語話者としてのろう者

の存在に注目した。本研究では、身体表現を

使った参加型学習として演劇的手法の獲得

型教育の研究に取り組んできた渡部淳と、ダ

ンスセラピーを通して舞踊という身体表現

と共感の関係を追及してきた八木ありさの

協力を得て、手話・演劇・舞踊（表現）の接

点である言語的・非言語的身体表現と視覚モ

ーダリティーを介した教育について研究す

ることにした。そして身体的表現と視覚認知

の相互作用による学習が他言語理解、他文化

の理解と自己理解になるということを、認知

心理学を専門とする槻舘尚武が検証するこ

とになった。この研究を通して、異文化を理

解する教育のひとつの手法として確立させ、

障害者を含む多様な学習者の相互理解教育

に貢献することを目指すことにした。 

 
２． 研究の目的 

 

手話・演劇・舞踊という身体表現と、言語

的・非言語的コミュニケーションの関係を探

り、それらを視覚的に認知することにより、

共感性等が養われることを証明し、言語的身

体表現・非言語的身体表現を利用した他言

語・異文化理解のための教育プログラムを開

発することを目的とした。 

 
３． 研究の方法 

手話・演劇・舞踊という身体表現と、言語

的・非言語的コミュニケーションの関係を探

る目的で、各分野の研究者（分担研究者）で

学び合い、ワークショップや実験を企画した

。たとえばドラマ手法を使ったアクティビテ

ィーや、ろう者の舞踏家のワークショップ、

ダンスセラピーの専門家による身体表現のミ

ラリングの実験や、日本語を介さずに、日本

手話を使って学生同士の会話をさせるワーク

ショップ等を行った。さらにパソコン画面上

のアニメーション教育エージェントが示す遂

行と非言語による理解度表出が学習者に及ぼ

す影響を調べる実験を行った。 

具体的には 

(1)日本ろう者劇団を招きムーブメントシア

ターを実施した。 

(2)聴者による非言語的コミュニケーション

の演劇ワークショップを開いた。 

(3)ろう者の舞踏家によるワークショップを

開いて、撮影し、多様な参加者のムーブメン

トを比較し、また視線の測定もおこなった。 

ろう者・聴者（日本人・オーストラリア人

・ドイツ人）が参加し、そのビデオ録画を分

析したりした。 

(4)ダンスセラピーの手法を使ってミラリン

グの実験を行った。 

(5)小中高校の教師を集めた獲得型教育のワ

ークショップを行った。 

(6)ろう者と聴者のインテグレーションによ

る授業のバリアを越える方法としての情報

保障の在り方を考え、100%の保障を目指して

実施した。 

(7)パソコン上で、アニメーションによるエ
ージェントを利用して、その表情や視線をコ
ントロールすることで、そのエージェントの
理解度表出の表情・視線が学習者に与える影
響（共感や自己効力感）を調べた。 
(8)演劇的手法の教育のワークショップを開
催した。 
(9)手話を母語とするろう者の手話教師によ
り、ろう者で手話のできない学生のための、
日本語を介さない手話講座を開催した。 
上記の分析のために以下のような知見を加

えた。 
(10) ソーシャルブレインという考え方の認
知的研究の成果を調べ、共感の仕組みを考察
した。 
(11) ミラーニューロンの理論を調べ、特に
身体表現のミラリング等の分析に応用した。 
これらの理論に基づき、共感性質問紙に加

えて、以下の方法を加えた。 
(12) ＨＥＧバイタルモニターを利用して生
体測定を行う。 
(13) 唾液アミラーゼ計測器を使ってストレ
ス測定を行う。 
(14) アイマークレコーダーで視線を測定す
る。 

これらのワークショップ等において、身

体表現に対する自己効力感を測定すること

を試みた。自己効力感とは，自身が結果を

生み出す行動を成功裏に遂行できるか否か

に関する確信であり(Bandura, 1977)，どの

ようにひとが自分自身を感じるか、考える

か、動機づけるか、そして振舞うかを決め

るとされている（Bandura, 1994）。その有

用性は、所与の活動の開始や持続を促し

（Sherer, et al., 1982; 1983）、また学業

においては、学生の取り組みに対する予測



 

 

と説明を可能にするという点で、研究者や

教育実践者に注目されている（Bong, 2006）。

スポーツなどの身体能力に関する効力感尺

度としては、身体性自己効力感尺度

(Ryckman, Robbins, Thornton, & Cantrell, 

1982)が多くの研究で参考とされている。本

研究では、身体性自己効力感尺度を構成す

る身体能力と身体表現への効力感の 2 因子

を、非言語的身体表現を用いる活動に使用

できる表現に改め、そこに演劇教育，ダン

スセラピー，手話教育に重要である身体へ

の気づきという観点を加えた 3 因子からな

る身体表現活動における自己効力感尺度の

作成を試みた。身体能力、身体表現、身体

への気づきからなる項目を 8 項目ずつ計 24

項目作成し、身体能力と身体表現に関して

は、既存の身体性自己効力感尺度を参考に

し(cf. Rackman, et al., 1982)、身体への

気づきに関しては、演劇教育及びダンス教

育の専門家 2 名と内容的な妥当性を吟味し

た。 

一方共感を脳科学的な視点から解き明かす

ために、共感とミラーニューロンの関係、身

体表現が共感に及ぼす影響、表情や視線が共

感に及ぼす影響などに関する最新の研究結果

を調べ、脳科学的な実験につなげる。脳科学

的実験とはHEGバイタルモニターや、唾液アミ

ラーゼ計測器を利用したストレスや集中の度

合いを測るものである。 

これらの実験は身体表現と共感の関係、言

語的身体表現と非言語的身体表現の差異と

類似性を明らかにするために重要であり、そ

の結果を教育に活かすことは障害者・健常

者・外国人等の文化的に多様な構成員をもつ

グループでの相互理解に効果的教育プログ

ラムを作成することに応用できる。    

 
４． 研究成果 

項目内容と平均値の分布を吟味し、5 項目

を分析から除外することとした。項目分析の

結果から計 19 項目を対象に、重み付けのな

い最小二乗法にもとづく因子分析を行った。

分析の結果、スクリープロットから固有値の

減衰状況を判断し（第 1因子から第 6因子ま

で、7.82, 2.00, 1.20, 0.88, 0.83, 0.82）、

3 因子を採択した。この判断にもとづき、3

因子指定による最小二乗法・プロマックス回

転(κ=3)による因子分析が行われた。続いて、

因子負荷量 .40 以上を基準にして項目の抽

出を行った。その結果、第 1 因子 5項目、第

2 因子 5 項目、第 3 因子 5 項目の尺度構成が

得られた。 

各因子の相互相関はいずれも中程度の正の

相関を示している。また、信頼性係数として

各因子のクロンバックのα係数を算出した

ところ、第一因子はα＝8.74、第 2因子は α

＝8.04、第 3 因子は α=8.06 といずれも高い

値を示した。 

身体表現に関する自己効力感の概念を記述

した 24項目から因子分析の結果、各 5項目、

3 因子構造が得られた。第 1 因子には、項目

12「自分の身体の動きを客観的に感じ取るこ

とができる」や項目 8「自身の身体の動かし

方の特徴意識できる」といった身体感覚への

気づきを想定した質問項目が集まった。ただ

し、「身体を器用に動かすことができる」の

項目は身体能力を想定したものであった。し

かし、この器用さに関する項目も身体感覚に

関する一要素として捉えることが可能と考

え、第 1 因子を「身体感覚の把握に対する自

信」と命名した。第 2 因子に関しては、「初

対面のひとを前にしても、普段どおり行動で

きる」や「緊張していても萎縮せずに動くこ

とができる」といった自身の表現に関する自

信を構成する項目が集まったものの、身体感

覚への気づきの因子項目を想定した項目 18

「全身を使って気持ちを表現できる」が、こ

の因子を構成する項目として高い負荷量を

示した。「全身を使う」という用語によって、

身体感覚への気づきとの関係を想定してい

たが、むしろ「表現できる」という記述に注

目が集まったと解釈できる。そのため、α 係

数による内的整合性も高いことも考慮し、項

目 18 を加えた上で、第 2 因子を「身体表現

に対する自信」と命名した。最後の第 3 因子

には、長時間の活動や身体の丈夫さや俊敏さ

に関する項目が集まった。そのため、第 3因

子を「身体能力に対する自信」と命名した。 

 各因子のα係数はいずれも.80 以上と高い

値を示し、内的整合性という観点から十分に

信頼性のある因子からなる尺度を作成した

と言える。ただし、第 1因子と第 3 因子の相

関係数がやや高い。2 つの因子において、最



 

 

低.14 以上の因子負荷量の隔たりはあるもの

の、両因子に負荷量が跨っている項目をみる

と、質問項目における身体能力を問うための

「動き」と身体を把握することを問うための

「動き」という文言がうまく区別できない可

能性がみてとれる。 

 以上の結果から、演劇教育、ダンス、手話

といったような非言語表現を使用する活動

に必要とされる 3因子を備え、高い内的整合

性をもつ身体表現に関する自己効力感尺度

のひな形が作成された。今後、各因子の区別

をはっきりさせるように文言を改訂した上、

基準関連的な妥当性検討を含めたさらなる

調査を行う予定である。 

 これらを踏まえ、「学びへのウォーミング
アップ－70 の技法」（渡部 2011）をはじめと
する教育プログラムを構築した。その中でも
フリーズ・フレーム、ロールプレイ、ホット
シーティング、専門科のマント、ティーチャ
ー・イン・ロール、思考の軌跡を「コア・ア
クティビティ」とした。また、即興的にしか
も自己の身体を感じ取りつつ他者と関わる
ことが強調されるダンス教育プログラムで
ある「ミラリング」「カードを引いて動こう」
「新聞紙」とそれに続くシェアリングは、感
覚的な多様性・個別性を経験し、相互関係へ
の動機づけを高める上で効果が高い。これら
の教育プログラムは、留学生・帰国生・ろう
者（手話者）など、文化的に多様な教育機関
での教育に有効である。 
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